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とは異質な「外部」勢力として認めることができず、中国を再構築する使命を「外国
勢力」に委ねたのである。
結びにかえて――もう一つの「中国モデル」？
　内藤湖南は中国の歴史と現実の深層まで考察している反面、彼の評論や提案は大きな矛
盾を孕んでいる。中国への蔑視と失望を表す一方、「東洋的近代」への確信と期待も保ち
続けていた。こうした「虚無」の中で、彼は中国の「内発的発展」の可能性を現実におい
て見出せないまま、変革の主導権を「外部」勢力に与えた。数千年の中国史は湖南に
とって、資源であると同時に、負担でもある。結果的に、彼は中国の自己変革の可能性へ
の追求を展開できなかった。しかし、湖南は近代西洋とは異なる発展のモデルへの期待を
最後まで放棄しなかった。ただ、皮肉なことに、この期待も中国に対する蔑視の上に展開
されたのである。つまり、将来、中国が発展を遂げたとしても、西洋のように「進取的」
にはなれない。なぜなら、中国は古くから「安分的傾向」を持ってきたからである。その
ために、「恐らくは或る時代迄は欧羅巴人の科学的発展の欠陥を補って、支那人は其の間
に又一種の特別な位置を占め得る」であろう。彼が中国を弛まず研究してきた理由はまさ
にここにある。
　其の上世界の進歩が何処迄行くか判らぬが、植民地の利用といふものも、永遠に無
限に出来るといふものではない。世界的に経済が行き詰ることになれば、之を緩和す
る方法としては、矢張り支那人が歴史的に得来った所の安分的方法より外ないので、
支那の現在の政治なり、経済なりの状態は、世界の将来の状態を暗示して居るものと
見ることが出来る。此等は支那を精細に観察するものの最も興味を感ずべき所のもの
である76。
　湖南は近代資本主義の発展に懐疑的である。だが、彼は社会主義者ではなく、資本主義
システムの運行と内在する危機を分析しなかった。彼は歴史家である。文明の観点から長
い中国史の中で、人類にとってのもう一つの発展の道の可能性を掘り出そうとしていた。
むろん、内憂・外患に陥った民国期の政治・経済の状態は明らかに世界の未来を暗示する
ものとはなりえないのである。しかし、「安分的傾向」を有する中国人は今現在西洋とは異
なる「平和発展」の道を歩み、積極的な意味において、一つの「中国モデル」を作り上げ
ることができるのであろうか。湖南の思想的努力は決して無駄ではなく、むしろ今後の中
国の行方に関心を持つすべての人々にとって、改めて考えさせられる契機となるであろう。
キーワード　内藤湖南、支那論、郷団自治、国際管理説
（HE Pengju）
内藤湖南における近代中国の構築
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